
超音波検査 拡大しました！

臨床からのご要望にお応えして
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腹部
肝臓、胆嚢・胆道、膵臓、脾臓、腎臓など
の疾患の有無について観察します。

全科から

オーダーしていただけるようになりました。

月曜日～金曜日

① 8:30
② 9:00
③ 9:30
④ 10:00
⑤ 10:30
⑥ 11:00
⑦ 11:30（腎動脈エコー）

頸動脈
頸動脈の狭窄の有無から動脈硬化の進行を評価します。
脳梗塞、狭心症、心筋梗塞など、全身の動脈硬化性疾患の
発生リスクを早期発見します。

月曜日

① 13:00
② 14:00
③ 15:00
④ 16:00

木曜日

① 9:00
② 10:00
③ 11:00
④ 13:00
⑤ 14:00
⑥ 15:00
⑦ 16:00

水曜日

① 9:00
② 10:00
③ 11:00
④ 13:00
⑤ 14:00
⑥ 15:00
⑦ 16:00

検査枠が増えました。

外来患者様におすすめです！

他にも各種エコー実施しております。
また、予約外も可能な限り対応いたしま
す。お気軽にご相談下さい♪

腎動脈エコー
オーダーしていただけるようになりました。

下肢静脈

甲状腺乳腺

心臓

お問い合わせは、生理機能検査室（内線7748）まで



2021年8月 生理学的検査においてISO 15189を取得
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検査案内第8版 発行のお知らせ

検査・輸血細胞治療部 検査案内 第8版が9月10日に
発行されました。
検査案内には、患者様だけでなく全ての医療スタッフの
安全を守り、正しい検査結果を出すために必要な手順、
検査の依頼から搬送、検体採取から結果報告までに留意
すべき重要な事項等が記載されています。より適切な
医療の提供のために、是非ご一読下さい。

ＢＮＰって採血管どれだっけ？
どのくらい採血したらいいのかしら？

検査・輸血細胞治療部の
検査案内を見ればわかるわね。

検査のことについてあれ？と思ったらまずは検査案内を見て下さい。
尚、電子カルテの運用マニュアル又はサイボウズからも閲覧できます。

検査・輸血細胞治療部は、生理学的検査について2021年8月にISO15189拡大認定を受けま
した。 ISO15189とは臨床検査室の品質と能力の関する要求事項を定めた国際規格であり、
認定を受けた検査室の検査報告書は相互承認に基づいて、世界に通用します。当部は2008年
に ISO15189の認定を取得し、13年が経過しています。当初、生理学的検査については
ISO15189の認定項目ではありませんでしたが、同分野の標準化の流れを受けて、2015年に認
定項目に追加されました。
そこで、当部では生理学的検査の拡大認定取得を目指し、検査の標準化に着手しました。

ISO15189は、大きく分けて品質マネジメントシステムと検査技術能力に関する標準化が求め
られます。検査技術に関しては、検査環境の整備、検査機器の整備、精度管理、検査前・検
査・検査後手順、結果報告体制などについてISO15189に則って標準化し、文書化しました。
また、患者急変時対応や苦情に対する対応についても改めて見直し、マニュアルを整備しま
した。そして、こういった技術能力の維持向上のため、教育・訓練の体制をシステム化しま
した。
認定の受審準備には数年をかけ、幾度も

スタッフミーティングを重ねました。認定
取得の道のりは大変なものでしたが、シス
テムを構築していく過程で日常業務について
曖昧だった点が意識化・明確化され、日々の
業務の見直し、改善につながりました。
認定取得をきっかけとして、検査室全体の

質の向上や安全上のリスクの軽減に繋がり、
これまで以上に良質な検査結果を提供でき
るようになったと考えています。今後もス
タッフ一丸となって、患者さんのために、
質の高い検査結果を迅速に提供して参ります。


